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Ⅰ 研究の成果(1000字 程度)

(図表も含めて分かりやすく記入のこと)

現在パー フルオ ロオクタンスルホン酸(PFOS)な どの有機 フ ッ素化合物が世界規模で拡

散 し、郊外 の野生動物の血清中からも検出 されている。 さらにダイオキ シン並みの蓄積性

を有 してお り、EPA(米 国環境局)に よる と発がん性 も指摘 され てい る。 これは新 しい環

境 問題(PFOS問 題)と して注 目されつつあるが、その環境内運命は充分に明 らかになって

いない。

そ こで本研究は含 フッ素系界面活性剤の消火薬剤(水 成膜泡消火薬剤)に 着 目し、PFOS

発生の有無お よび発生 メカニズムを明 らかにするこ とで環境への影響 を検討 し、さらに水

成膜泡消火薬剤 の消火原理 を明 らか にす るこ とで新規消火薬剤開発への知見を得 ることを

目的 とした。

水成膜泡消火薬剤からの環境水中でのPFOS発

生の有無を確認するためOECDに 定められた活

性汚泥を用いた生分解性試験(活 性汚泥法)を 実

施す ることで、生分解性 を検討す るとともに

LC-MSを 用いて経時的に環境水中での挙動を解

析 し分解機構を明らかにした。図1.にLC-MSス

ペク トルを示す。経時的に水成膜泡消火薬剤のピ

一クは減少 し、PFOSの ピー クが増大 した。 これ より水成膜泡消火薬剤か らのPFOS発 生

が確認 された。またその分解機構(PFOS発 生機構)も 明 らかになった。

次に水成膜泡消火薬剤 は火災時 に用い るこ とか ら

高温に さらされ る。そのため燃焼 によって有害ガス

を生成 する可能性が考 えられ る。 そこで燃焼実験を

行 ない、生成物の確認 を行 なった。発生 した粉塵か

らPFOSお よびパー フルオ ロオ クタン酸(PFOA)

な どが確認 された。図2。に発生 した粉塵中のPFOS

類お よび蒸留水に通 じた生成 ガス中のPFOS類 の熱

的挙動を示す。これよ りPFOSお よびPFOAの 発生

が確認 され、大気 中のPFOSの 発 生原因の一つ とな

り得 るこ とが明 らかになった。
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(著者、題名、掲載誌名、年月、巻号、頁 を記入)

Study on the generation of perfluorooctane sulfonate from the aqueous film-forming 

foam 

Takahiro Kishi, Mitsuru Arai

Journal of the hazardous materials (投稿中)

水成膜泡消火薬剤の燃焼生成物に関する研究

貴志孝洋、新井充
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